
腐食物質の多い土壌サンプルから抽出した粗 DNA を鋳型にした PCR 

 
 
DNA 抽出方法  
①SDS・リン酸バッファーを土壌 0.5ｇ入り２ml チューブに加えビーズで破砕 

（ジルコニアビーズの径が 5、0.5、0.1mm の３種入りチューブでビーズ破砕） 
②酢酸ナトリウムバッファーでタンパクを沈殿 
③エタノール精製（土壌から抽出した DNA の精製度合いを確認し必要に応じて以下の精製） 
④DEAE セルロース精製 
⑤吸光度計で精製度を確認 
 
 
PCR 反応液 

抽出したDNA 1ulをTemplateに、Ampdirect Plusの取扱説明書に記載された標準的な反応（50ul）
で PCR を実施 
 
 
結果 

腐食物質の含有量が高い土壌２種類から粗ＤＮＡを抽出し、DNA を１ｕｌ使用し、16S rDNA の PCR 
増幅を行った。 
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コメント  

通常の Taq ポリメラーゼのキットでは、腐食物質の多い土壌（黒ボク土など）から抽出したＤＮＡは、

そのまま PCR の鋳型に使用しても増幅ができず、再度精製し、ある一定の精製度合いの純度が確保

されないと増幅できない。 
通常の Taq ポリメラーゼのキットでは増幅できないものも、増幅が確認された。 
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レーン No.  
1 レーン  他社 Taq キット 土壌Ａ 
2 レーン  他社 Taq キット 土壌Ｂ 
3 レーン  島津 Taq キット 土壌Ａ 
4 レーン  島津 Taq キット 土壌Ｂ 


